
卑弥呼の魔よけ？

モモの種 2000個

奈
良
・
纏
向
遺
跡

邪
馬
台
国
の
最
有
力
候
補
地

と
さ
れ
、
「
女
王
卑
弥
呼
の
宮

殿
」
と
も
指
摘
さ
れ
た
大
型
建

物
跡
（
3
世
紀
前
半
）
が
滞
瀧

さ
れ
た
奈
良
県
桜
井
市
の
纏
向

遺
跡
か
ら
、
全
国
最
多
と
な
る

2
千
僧
以
上
の
モ
モ
の
種
が
見

つ
か
り
、
横
井
市
教
育
委
員
会

■

が
17
日
、
発
表
し
た
。
モ
モ
は

古
く
か
ら
魔
よ
け
の
果
実
と
さ

れ
、
中
国
の
歴
史
書
・
、兢
志
倭

人
伝
に
記
さ
れ
た
卑
弥
呼

の

き
ど
一つ

「
鬼
道
」
で
使
わ
れ
た
と
す
る

見
方
も
浮
上
し
て
い
る
。

（
28
面
に
関
連
記
事
）

見
つ
か

っ
た
の
は
、
大
型
建

物
跡

の
約

5
㍍
南
に
掘
ら
れ
た

3
世
紀
中
ご
ろ

の
土
坑

（
南
北

4
・

3
㍍
、
東
西
2
・

2
㍍
、

深
さ
80
巧
）
か
ら
で
、
新
た
に

確

認

さ
れ

た
さ

く

の
延
長

と

重
な

っ
て
お
り
、
さ
く
の
撤
去

後

に
掘
ら

れ
た

と
推
定

さ

れ

忘訂革さで 皇陳
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趨
向
遺
跡
の

推
定
範
囲

J

向巻

井

良奈

奈

良
県

緯
向
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
モ
モ
の
種
と
竹
製
の
カ
ゴ

＝
奈
良
県
桜
井
市
（
沢
野
貴
信
撮
影
）

る
。

、

モ

モ
の
種
は

2
舛
ユ
削
後

で
果

肉
が
付
着
し
た
ま
ま
の
保
存
状

態
の
良
い
粒
も
あ
り
、
果
実
の

ま
ま
だ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と

い
う
。
竹
製
の
カ
ゴ
6
点
も

一

緒
に
出
土
し
、
カ
ゴ
に
盛
ら
れ

た
ま
ま
投
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
。

調
査
し
た
橋
本
輝
彦
・

桜
井

市
教
委
文
化
財
課
係
長
は
「
建

物
群
の
解
体
時
に
執
り
行
わ
れ

た
マ
ツ
リ
の
痕
跡
か
も
し
れ
な

い
」
と
話
し
て
い
る
。

現
地
説
明
会
は
19
日
午
前
iO

時
～
午
後
3
時
。
l
R
桜
井
線

巻
向
駅
か
ら
徒
歩
約
5
分
。
雨

天
中
止
、
駐
車
場
は
な
い
。
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何打 った！？バ ッ ト型木製品

纏向遺跡か ら祭帝巳道具

桜井市教委の発掘調査で17日、
まきむく

同市の纏向遺跡からモモの種をは
じめ鼓起に関係するさまざまな道

具が出土 した ことが明 らかにな っ

た。見つかった遺物の中で、ひと

際目を引 いたのが野球のバ ッ トそ

つくりの木製 品だ。

モモの種などとともに 3 世紀中

ごろの穴から出土し、応援で使う

メガホンほどの大きさ。大量に出

土した土器や木製品が人為的に破

壊されていた中で、例外的に完全

な形で残 っていた。

市教委によると、ワラなどを打
よこづち

つ横槌とみられ、硬い木材として

兜］られるアカガ シ製。土着旨を打ち

壊す祭示巳で使われ、そのまま投棄

された可能性がある という。19 日

の現地説明会場でも展示される。

．＼ レり t（）もキ

一見〆てットめような横槌も出土♭た

〓

奈良支局
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纏
向
遺
跡

モ
モ
の
種

国家的規模の祭祀で使用

倭
国
女
王
・
卑
弥
呼
（
2
世

紀
末
～
3
世
紀
前
半
）
が
い
た

ま
＆一よ
じ
く

と
も
い
わ
れ
る
纏
向
遺
跡
（
奈

良
県
横
井
市
）
の
大
型
建
物
の

〝
軒
先
″
に
掘
ら
れ
た
穴
か

ら
、
ザ
ク
ザ
ク
と
出
土
し
た
モ

モ
の
種
。
卑
弥
呼
の
好
物
で
あ

っ
た
か
は
と
も
か
く
、
古
来
魔

法

の
力
を
持

つ
と
信
じ
ら
れ
た

果
実
だ
け
に
、
専
門
家
た
ち
は

2
千
と
い
う
数

の
多
さ
に
驚
き

を
隠
さ
な
い
。
「
国
家
的
規
模

さ
い
し

の
祭
祀
を
示
す
」
と
の
見
方
で

き
ど
う

つ
か

よ

一
致
し
、
「
鬼
道
に
事
え
、
能

く
衆
を
惑
わ
す
」
と
魂
志
倭
人

hレ
ゆ
りレ
ゆ
つ

伝
に
措
か
れ
た
卑
弥
呼
の
呪
術

に
迫
る
発
見
だ
と
の
声
も
上
が

っ
て
い
る
。

（
1
面
参
照
）

金
原
正
明
・
奈
良
教
育
大
教

授
（
植
物
考
古
学
）
に
よ
る

と
、

モ
モ
は
弥
生
時
代
に
稲
作

と
と

も

に
国
内

に
入

っ
て
き

た
。
現
在

の
大
き
な
モ
モ
は
明

治
時
代
に
日
本
に
入

っ
た
種
類

大量のモモの種などが出土した大型土坑 （作業員が立 って
いる付近）＝奈良県桜井市（沢野貴信撮影）

で
、
江
戸
時
代
ま
で
は
ス
モ
モ

か
ウ
メ
ほ
ど
の
大
き
さ
だ

っ
た

と
い
う
。

金
原
氏
は

「
1
カ
所
か
ら
出

る
モ
モ
の
種
は
多
く
て
も
数
十

個
ほ
ど
。
千
個
単
位
は
全
国

に
例
が
な
い
」
と
驚
く
。

「
天

に
い
な
費
】い

皇
に
よ
る
新
嘗
祭
の
原
初
形
態

の
よ
う
な
国
家
的
な
儀
式
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
推
測
す

る
。「
大
型
建
物
の
中
で
モ
モ
を

盛

っ
た

カ
ゴ

を

い
く

つ
も
並

べ
、
卑
弥
呼
が
行

っ
た
祭
祀
の

情
景
を
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
か

べ
さ
せ
る
」
と
感
嘆
す
る

の
は

辰
巳
和
弘
・

同
志
社
大
教
授

（
古
代
学
）
。
モ
モ
は
、
中
国

・
前
漢

の
武
帝
に
特
別
な

モ
モ

を
与
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
道
教

せ
い
お
う
ぼ

の
女
神
、
西
王
母
の
神
仙
世
界

を
象
徴
す
る
果
実
で
、
「
不
老

長
寿
の
厭
い
が
込
め
ら
れ
た
卑

弥
呼
の
『
鬼
道
』
の
姿
を
具
体

的
に
表
し
た
も
の
だ
」
と
明
言

す
る
。
一
方
、
′石
野
博
信
・
兵
庫
県

纏向遺跡の遺構配置図

さく→

＿」

「

～

一

－

」

－

N 今回の調査地→

息射

立
考
古
博
物
館
長
（
考
古
学
）

は
、
1
片
だ
け
出
土
し
た
弥
生

ど
う
た
く

時
代
を
象
徴
す
る
銅
鐸
の
破
片

に
着
目
す
る
。
纏
向
遺
跡
鳳
辺

の
弥

生
遺
跡

の
最
近

の
調

査

で
、
卑
弥
呼
が
登
場
す
る
時
頼

に
銅
鐸
が
破
壊
さ
れ
、
再
利
用

さ
れ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
き
で

い
る
。
「
卑
弥
呼
は
銅
鐸
を
破

壊
し
て
弥
生
の
神
を
否
定
し
、

モ
モ
に
象
徴
さ
れ
る
神
仙
思
想

（
＝
鬼
道
）
を
引

っ
さ
げ
て
登

場
し
た
の
だ
ろ
う
。
明
治
時
代

は
い
ぷ
つ
き
し
ゃ
く

の
廃
仏
毀
釈
に
も
似
た
宗
教
改

革

を

断
行

し
た

の
で
は
な

い

か
」
と
語

っ
た
。


